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コ
メ
の
「
生
産
の
目
安
」
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

令
和
４
年
産
主
食
用
米
の

「
生
産
の
目
安
」
で
示
さ
れ
た

栗
原
市
へ
の
配
分
は
、
数
量
で

は
前
年
比
12
・
１
％
減
の
４
万

２
３
６
０
㌧
、
面
積
で
は
前
年

比
12
・
３
％
減
の
７
９
１
８
㌶

で
す
。
大
幅
な
作
付
転
換
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は

作
付
転
換
を
誘
導
し
、
農
業
所

得
向
上
と
競
争
力
の
高
い
水
田

農
業
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

米
価
の
安
定
化
に
向
け
て
需

要
に
応
じ
た
生
産
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
水
田
活
用
の
基
幹

作
物
と
し
て
適
し
た
品
目
を
絞

り
込
み
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

取
り
組
み
や
、
転
作
の
拡
大
に

応
じ
て
産
地
交
付
金
の
予
算
枠

を
拡
充
す
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
を
行
い
、
更
な
る
作
付
転
換

の
促
進
を
図
る
べ
き
で
す
。

　

市
の
上
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
水
道

事
業
運
営
の
将
来
の
方
向
性
を

示
し
た
基
本
構
想
で
、
計
画
期

間
は
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
11

年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。
水

道
施
設
の
統
廃
合
に
よ
る
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、
耐
震
性
の
評

価
に
よ
る
優
先
順
位
を
踏
ま
え

た
管
路
の
更
新
な
ど
に
よ
り
、

当
面
の
水
道
料
金
は
現
行
水
準

を
維
持
し
つ
つ
、
安
全
・
安
心

な
水
道
水
の
供
給
を
持
続
さ
せ

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

汚
水
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

持
続
可
能
な
経
営
の
た
め
の
効

率
化
が
急
務
で
、
市
で
は
事
業

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
下

水
道
整
備
を
概
ね
完
了
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
維
持
管
理
費

や
更
新
費
の
低
減
を
図
る
た
め
、

農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
を
下

水
道
区
域
に
編
入
す
る
取
り
組

み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
は
市
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
た
め
、
効
率
化
を
図
り
な
が

ら
も
持
続
可
能
で
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
運

営
に
努
め
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

需
要
に
応
じ
た
米
生
産
と

更
な
る
作
付
転
換
を
促
進

産業建設

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

持
続
可
能
で
安
定
し
た

上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

人
事

所管事務調査・人事

　

２
月
定
例
議
会
に
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
が
提
出
さ
れ
、
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
が

令
和
４
年
５
月
19
日
を
も
っ
て

満
了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
委
員

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
４
年
５
月
20

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

只た
だ　

見み　

直な
お　

美み　
　

新

　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育

や
生
涯
学
習
な
ど
、
教
育
全
般

に
関
す
る
重
要
な
決
定
を
行
い
、

教
育
の
充
実
を
図
る
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
令

和
４
年
６
月
30
日
で
満
了
に
な

り
ま
す
。

　

議
会
は
、
候
補
者
推
薦
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の

１
人
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

三み　

浦う
ら　

勝か
つ　

幸ゆ
き　

　

再

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
に
基

づ
い
て
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

教

育

委

員

任

命

同

意

人
権
擁
護
委
員

１

人

を

推

薦

事務・事業を調査しました

委員会の活動報告

コメの生産の目安などを調査
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　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果
鹿
野
　
芳
幸

澤
邉
　
幸
浩

佐
藤
　
久
義

佐
々
木
嘉
郎

佐
藤
　
　
勇

三
塚
　
　
東

髙
橋
　
義
雄

小
野
　
久
一

菊
地
　
広
志

濁
沼
　
一
孝

相
馬
　
勝
義

阿
部
　
貞
光

髙
橋
　
　
将

佐
藤
　
　
悟

佐
藤
　
文
男

高
橋
　
　
渉

石
川
　
正
運

五
十
嵐
　
勇

菅
原
　
麻
紀

三
浦
　
善
浩

尾
形
　
勝
通

菅
原
　
勇
喜

高
橋
　
勝
男

佐
藤
　
千
昭

指定管理者の指定について 可決 反 賛 賛 賛 欠 賛 賛 反 反 反 反 賛 賛 賛 反 反 賛 反 反 賛 賛 反 賛 －

賛否一覧表　指定管理者の指定について（高原創造センター）

※「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒反対した議員、「欠」⇒欠席、「－」⇒議長のため表決に加わらない

　
（
株
）
ゆ
め
ぐ
り
は
平
成

19
年
４
月
に
設
立
し
、
令
和

４
年
度
ま
で
の
指
定
管
理
料

は
１
億
３
４
４
９
万
円
で
あ

る
。
今
後
も
活
動
を
続
け
て

ほ
し
い
。
高
原
創
造
セ
ン
タ

ー
は
指
定
管
理
を
受
け
て
い

な
い
民
間
事
業
者
に
譲
渡
す

れ
ば
栗
駒
山
観
光
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
思
い
反
対
す

る
。

　
「
高
原
創
造
セ
ン
タ
ー
」

は
前
の
指
定
管
理
者
が
撤
退

し
、
そ
の
経
営
を
（
株
）
ゆ

め
ぐ
り
に
委
託
す
る
も
の
で

あ
る
が
（
株
）
ゆ
め
ぐ
り
自

体
が
債
務
超
過
に
陥
っ
て
お

り
、
そ
の
上
赤
字
事
業
を
抱

え
れ
ば
共
倒
れ
の
危
機
を
は

ら
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
は

民
間
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
観
点
か
ら
反
対
。

　

民
間
に
市
施
設
の
管
理
運
営

を
任
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
高
原
創
造
セ
ン
タ

ー
」
に
つ
い
て
は
賛
成
・
反
対

の
意
見
が
あ
り
、
下
記
に
討
論

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者

　

社
会
福
祉
法
人

　

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

期　
　

間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年
）

指
定
管
理
料　
　
　
　
　

０
円

指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
ゆ
め
ぐ
り

期　
　

間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年
）

指
定
管
理
料　
　
　
　
　

０
円

　

現
行
の
条
例
に
従
い
公
募

を
行
い
、
企
業
が
提
案
し
た

事
業
計
画
な
ど
を
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
が
審
査
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
付

託
議
案
審
査
で
は
制
度
に
則

っ
て
適
正
に
審
査
さ
れ
た
旨

の
答
弁
が
あ
り
、
違
反
な
ど

否
決
と
な
る
根
拠
は
な
い
こ

と
か
ら
、
否
決
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
。

濁
沼
一
孝 

議
員

高
橋　

渉 

議
員

反
対

反
対

髙
橋　

将 

議
員

賛
成

財
産
の
処
分

閉
校
し
た
学
校
の

用

地

を

売

却

　

平
成
24
年
３
月
に
閉
校
と
な

っ
た
、
栗
駒
地
区
の
宝
来
小
学

校
お
よ
び
宝
来
幼
稚
園
の
学
校

用
地
を
、
県
内
の
事
業
者
に
売

り
払
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

面　

積　

３
万
６
０
４
８
平
方

　
　
　
　

㍍

金　

額　

８
０
０
８
万
円

相
手
方　

株
式
会
社

　
　
　
　

ウ
ェ
ス
タ
・
Ｃ
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
美
町
）

財産の処分など

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
高
原
創
造
セ
ン
タ
ー
）

指定管理者
決まる

市の施設
花
山
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
湖
畔
の
里
）

高
原
創
造
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
山や

ま
な
み脈
ハ
ウ
ス
）

売却される旧宝来小・幼稚園

4月から指定管理になる「山脈ハウス」


